
異種視覚手がかりによる対象検出特性と視覚処理の
階層性に関する研究

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2021-05-27

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24517/00061098URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution-NonCommercial-ShareAlike 3.0
International License.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/


 Back to previous page

Published: 2003-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (3 results)

2005 Annual Research Report

2004 Annual Research Report

2003 Annual Research Report

Research Products (2 results)

All  2005  2004

All  Journal Article

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-15730331/

異種視覚⼿がかりによる対象検出特性と視覚処理の階層性に関する研究 Research Project

Project/Area Number 15730331

Research Category Grant-in-Aid for Young Scientists (B)

Allocation Type Single-year Grants

Research Field Experimental psychology

Research Institution Kanazawa University

Principal Investigator ⼩島 治幸   ⾦沢⼤学, ⽂学部, 助教授 (40334742)

Project Period (FY) 2003 – 2005

Project Status Completed (Fiscal Year 2005)

Budget Amount *help ¥3,600,000 (Direct Cost: ¥3,600,000)
Fiscal Year 2005: ¥300,000 (Direct Cost: ¥300,000) 
Fiscal Year 2004: ¥700,000 (Direct Cost: ¥700,000) 
Fiscal Year 2003: ¥2,600,000 (Direct Cost: ¥2,600,000)

Keywords 視覚 / 空間 / ⼿がかり / 対象認識 / 検出 / ⼼理物理学 / 階層性 / 神経機構 / 視覚神経経路 / 傾き / 動き / 奥⾏き / 対象検出 / 視覚処理機構

Research Abstract 本年度は、⽅位及び空間周波数で定義された対象の検出における学習の効果を調べた。 
【⽅法】装置及び刺激 刺激画像はパーソナルコンピュータによって作成・制御され、⾼解像度モニター上に呈⽰された。刺激は複数個のガボールパッチから構
成された。パッチには4通りの空間周波数(SF)、4通りの⽅位を⽤いた。⼿続きと課題 測定は5⽇間に亘って実施された。被験者はあご台を⽤いて右⽬で刺激を
観察した。刺激パッチはブザー⾳に続いて数秒後、凝視点の周囲に呈⽰され下記の課題を⾏った。反応には全測定で常に同じ⼿の同じ指を⽤いた。 
実験1:画⾯中⼼の凝視点の左右両側視⾓約0.5度の位置に2つのガボールパッチが呈⽰された。単純反応課題:刺激が呈⽰されたら素早く反応することが求められ
た。単純弁別課題:⼆つの刺激が同じか違うかを判断して素早く反応した。 
実験2:画⾯中央の4つの凝視⽤パッチを中⼼にして半径視⾓約1.5度の同⼼円上に12個のガボールパッチが呈⽰された。単純探索課題:異なる⽅位⼜はSFのパッ
チの有無をできるだけ素早く報告した。結合探索課題:呈⽰されるパッチは2つの次元(⽅位及びSF)によって定義されていた。被験者は定義に反するパッチの有
無を素早く判断報告した。 
【結果と考察】全被験者において、ほぼ全課題において学習効果が観察された(セッション、試⾏⽇を重ねるにつれて反応時間・探索時間の減少がおこった。反
応にかかわる運動のレベル(単純反応課題)での学習効果は少なく、むしろ、対象の弁別と判断にかかわる処理過程(その他の3課題)において、それぞれ反応性が
向上することが明らかになった。
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